
は
じ
め
に

堀
河
題
に
よ
る
日
吉
社
奉
納
百
首

ｌ
俊
成
・
為
家
・
阿
仏
尼
の
奉
納
百
首
の
比
較
か
ら
見
る
表
現
上
の
違
い
Ｉ

日
吉
社
は
、
比
叡
山
東
麓
に
鎮
座
す
る
日
吉
大
社
の
こ
と
で
あ
り
、
山

王
権
現
と
も
呼
ば
れ
、
延
暦
寺
の
守
護
神
・
天
台
宗
護
法
の
神
と
し
て
、

ま
た
都
の
鬼
門
に
位
世
す
る
こ
と
か
ら
国
家
鎮
護
の
神
と
し
て
発
展
し
て

き
た
。
比
叡
山
を
表
す
「
ひ
え
」
と
い
う
語
に
「
日
吉
」
の
字
を
当
て
た

こ
と
か
ら
「
ひ
え
社
」
と
も
「
ひ
よ
し
社
」
と
も
呼
ば
れ
、
「
日
好
し
」

「
日
々
好
し
」
と
い
う
意
味
と
し
て
、

（
１
）

雨
亭
文
庫
本
に
よ
り
、
そ
れ
以
外
の
和
歌
に
つ
い
て
は
「
新
編
国
歌
大
観
」

に
拠
る
。
ま
た
和
歌
下
に
付
し
た
［
］
は
堀
河
題
で
、
算
用
数
字
は
新

編
国
歌
大
観
番
号
で
あ
る
。
引
用
本
文
に
は
便
宜
上
わ
た
く
し
に
仮
名
に

漢
字
を
当
て
た
と
こ
ろ
や
通
行
の
漢
字
に
改
め
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

一
、
日
吉
社
に
つ
い
て

福
留
瑞
美

1５

本
稿
で
は
、
「
俊
成
五
社
百
首
」
「
為
家
七
社
百
首
」
「
阿
仏
五
百
首
和

歌
」
に
お
け
る
各
百
首
の
特
徴
を
探
る
べ
く
、
堀
河
題
に
よ
る
奉
納
百
首

と
い
う
同
じ
条
件
下
で
詠
ま
れ
た
百
首
を
比
較
す
る
こ
と
で
、
各
作
品
の

性
格
を
明
ら
か
に
す
る
一
助
と
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
こ
の
三
者
の
奉
納
和
歌
は
と
も
に
作
品
（
五
社
な
い
し
七
社

全
体
）
を
一
つ
の
ま
と
ま
り
と
し
て
論
じ
ら
れ
る
ば
か
り
で
、
百
首
ご
と
、

奉
納
先
ご
と
に
述
べ
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

本
稿
で
は
各
百
首
ご
と
の
奉
納
意
識
や
榊
想
な
ど
に
着
目
し
、
今
回
は
堀

河
題
で
日
吉
の
神
へ
の
奉
納
百
首
と
い
う
同
じ
条
件
下
で
詠
ま
れ
て
い
る

俊
成
・
為
家
・
阿
仏
尼
の
百
首
を
比
較
検
討
す
る
。

以
下
の
資
料
の
引
用
本
文
に
つ
い
て
は
、
阿
仏
尼
の
百
首
は
冷
泉
家
時



ひ
よ
し

御
幸
す
る
高
嶺
の
方
に
雲
晴
れ
て
空
に
日
吉
の
し
る
し
を
ぞ
見
る

（
千
載
集
・
神
祇
歌
・
中
原
師
尚
）

と
い
う
よ
う
に
和
歌
な
ど
に
詠
ま
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

祭
神
に
つ
い
て
は
【
表
ｌ
】
に
挙
げ
た
よ
う
に
、
現
在
で
は
西
本
宮
系

と
東
本
宮
系
に
別
れ
、
西
本
宮
（
大
宮
）
に
は
大
和
の
大
神
神
社
か
ら
勧

請
し
た
大
己
賢
神
を
祁
っ
て
、
そ
の
摂
社
と
し
て
聖
真
子
・
客
人
宮
が
あ

り
、
東
本
宮
（
二
宮
）
に
は
地
主
権
現
で
あ
る
大
山
咋
神
を
祁
っ
て
、
そ

の
摂
社
と
し
て
十
禅
師
・
八
王
子
・
三
宮
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
総
称
し
て

フ
【
表
１
】
山
王
七
社

山
王
七
社
・
日
吉
七
社
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

そ
し
て
平
安
時
代
に
は
仏
が
仮
の
姿
で
現
れ
る
と
い
う
本
地
垂
迩
説
（
天

台
神
道
の
考
え
）
か
ら
七
社
に
本
地
仏
が
そ
れ
ぞ
れ
定
め
ら
れ
た
。
例
え

ば
「
袖
中
抄
』
第
九
に
は
「
日
吉
大
明
神
と
申
す
は
三
輪
明
神
を
伝
教
大

師
の
天
台
宗
守
護
神
の
た
め
に
勧
請
し
奉
り
給
へ
る
と
申
は
大
宮
権
現
也
。

大
ひ
え
と
申
す
。
二
宮
は
地
主
な
り
。
を
ひ
え
と
申
す
。
大
宮
は
本
地
は

（
妃
』
｜

尺
迦
、
垂
迩
は
法
形
な
り
。
一
一
宮
本
地
は
薬
師
、
垂
通
同
し
之
」
と
あ
る
。

し
か
し
祭
神
に
対
す
る
本
地
仏
は
一
定
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
、
中
世
期

１６

東本宮系

摂
社
摂
社
摂
社
本
宮

西本宮系

摂
社
摂
社
本
宮

三
宮
宮

牛
尾
宮

樹
下
宮

東
本
宮

白
山
宮

宇
佐
宮

西
本
宮

現
社
名

三

宮
八
王
子

十
禅
師

一

一

宮
客
人
聖
真
子

大
宮 旧
称

鴨
玉
依
姫
神
荒
魂

三
女
神
（
剛
僻
雛
）
、
白
髭
明
神
を
勧
請
と
も
。

大
山
咋
神
荒
魂

天
照
大
神
奇
魂
・
天
照
大
神
の
五
男
三
女
・
国
狭
槌
尊

鴨
玉
依
姫
神

十
禅
師
権
現
。
壇
々
杵
尊
・
天
児
屋
根
・
荒
人
神

大
山
咋
神

小
比
叡
山
王
権
現
。
山
末
之
大
主
神
（
古
Ⅷ
胆
）
・
国
常
立
神

菊
理
姫
神

白
山
権
現
を
勧
請
。
伊
弊
再
聴

田
心
姫
神

天
忍
穂
耳
尊
。
宇
佐
八
幡
と
同
神
と
も
。

大
己
貴
神

大
比
叡
大
宮
権
現
。
一
二
輪
明
神
を
勧
請
。
鳴
鏑
明
神
・
天
照
大
神

９
９
。
●
凸
。
Ｂ
Ｂ
Ｏ
●
■
０
■
４
０
０
０
０
９
６
Ｕ
●
ｐ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
６
ｂ
●
０
６
９
■
●

現
在

祭
神
（
諸
説
な
ど
）

普
賢
・
大
日
な
ど

千
手
観
音

地
蔵
・
弥
勅
な
ど

薬
師
如
来

十
一
面
観
音

阿
弥
陀
如
来

釈
迦
如
来
本
地
仏



の
日
吉
社
に
つ
い
て
書
か
れ
た
普
物
（
貞
応
二
年
編
著
の
「
耀
天
記
」
や
、

室
町
時
代
成
立
の
「
厳
神
記
」
な
ど
）
か
ら
拾
い
上
げ
る
と
、
【
表
１
】
に

は
そ
の
全
て
を
挙
げ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
様
々
な
祭
神
説
が
あ
っ
た
こ

（
副
｝

と
が
わ
か
る
。

ま
た
社
殿
に
関
し
て
は
、
一
五
七
一
年
の
比
叡
山
焼
き
討
ち
以
降
、
十

五
年
後
に
は
祝
部
行
丸
の
手
に
よ
る
大
宮
の
再
建
を
始
め
に
、
御
神
体
・

本
地
仏
像
な
ど
の
造
立
も
行
わ
れ
た
。
し
か
し
、
明
治
の
神
仏
分
離
令
に

よ
り
仏
教
関
係
の
も
の
が
廃
さ
れ
、
現
在
の
よ
う
に
祭
神
も
固
定
さ
れ
た
。

二
、
日
吉
奉
納
百
首
に
つ
い
て

れ
た
百
首
で
あ
る
。

次
に
二
つ
目
の
「
為
家
七
社
百
首
」
に
つ
い
て
、
為
家
は
祖
父
俊
成
の

五
社
百
首
に
倣
っ
て
、
伊
勢
・
鷲
茂
・
春
日
・
日
吉
・
住
吉
の
五
社
に
奉

納
す
る
予
定
で
あ
っ
た
も
の
に
、
石
清
水
・
北
野
の
二
社
を
加
え
て
七
社

百
首
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
佐
藤
恒
雄
氏
は
、
「
撰
者
拝
命

が
直
接
の
機
縁
」
（
『
藤
原
為
家
研
究
」
風
間
書
院
．
二
○
○
八
年
）
と
し
、

反
御
子
左
派
の
真
観
の
「
盛
ん
な
将
軍
へ
の
接
近
の
動
き
と
ま
さ
に
時
期

を
同
じ
く
し
て
詠
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
（
同

上
）
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
七
社
百
首
所
収
の
日
吉
百
首
は
、

為
家
六
十
四
歳
の
文
応
二
年
（
一
二
六
一
）
に
奉
納
さ
れ
た
百
首
で
あ
る
。

三
つ
目
の
「
阿
仏
五
百
首
和
歌
」
に
つ
い
て
、
も
と
十
社
百
首
で
あ
っ

た
も
の
が
前
半
部
分
（
走
湯
山
・
三
島
社
・
箱
根
社
・
若
宮
・
稲
荷
社
へ

の
五
百
首
）
は
散
供
し
、
後
半
部
分
の
五
百
首
か
ら
な
る
も
の
で
、
鎌
倉

の
新
熊
野
・
荏
柄
・
新
賀
茂
・
新
日
吉
、
常
陸
国
の
鹿
島
社
に
奉
納
さ
れ

た
五
社
百
首
の
こ
と
で
あ
る
。
夫
為
家
の
死
後
に
細
川
庄
を
め
ぐ
っ
て
二

条
家
と
の
相
続
争
い
が
起
き
、
そ
の
訴
訟
の
た
め
阿
仏
尼
は
単
身
鎌
倉
に

下
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
折
に
奉
納
百
首
を
次
々
と
詠
ん
だ
。
こ
の
五
百

首
所
収
の
「
新
日
吉
の
百
首
」
は
、
そ
の
端
書
に
、

か
め
が
や

こ
の
百
首
は
、
亀
ヶ
谷
の
新
日
吉
の
社
に
奉
る
。
弘
安
四
年
一
二
月
十

一
日
の
つ
と
め
て
よ
り
は
じ
め
て
、
同
十
三
日
の
夜
中
に
詠
み
は
て

1７

ま
ず
一
つ
目
の
「
俊
成
五
社
百
首
』
に
つ
い
て
、
松
野
陽
一
氏
は
、
「
八

年
越
し
の
大
事
業
で
あ
っ
た
千
栽
集
の
撰
集
を
終
え
た
釈
阿
俊
成
は
、
ま

も
な
く
日
吉
・
春
日
両
社
へ
の
歌
合
奉
納
を
思
い
立
つ
が
、
詠
作
を
依
頼

し
た
歌
人
達
の
協
力
が
得
ら
れ
ず
、
や
が
て
自
歌
百
首
の
奉
納
に
企
画
を

変
え
、
更
に
対
象
を
五
社
に
発
展
さ
せ
」
今
藤
原
俊
成
の
研
究
」
笠
間
書

院
・
一
九
七
三
年
）
た
も
の
で
、
「
千
赦
集
完
成
の
謝
意
、
生
涯
の
総
決
算

の
意
を
も
込
め
、
且
つ
家
門
再
興
の
悲
願
を
秘
め
た
新
た
な
出
発
を
も
決

意
し
た
詠
作
」
（
同
上
）
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
五
社
百
首
所
収
の

日
吉
百
首
は
、
俊
成
七
十
七
歳
の
文
治
六
年
（
一
一
九
○
）
春
に
奉
納
さ



俊
成
の
百
首
か
ら
日
吉
社
を
示
す
表
現
が
詠
ま
れ
て
い
る
和
歌
に
、

１
片
皇
繕

し
る
し

①
神
山
や
杉
の
茂
み
の
去
年
の
雪
消
え
ぬ
印
を
残
す
な
り
け
り
〔
残
野
〕

つ
。
そ
の
後
ま
ぎ
る
る
事
ど
も
あ
り
て
、
同
三
月
廿
二
日
き
よ
が
き

て
、
そ
の
社
の
た
よ
り
あ
る
人
に
つ
け
て
ま
ゐ
ら
せ
つ
。

と
あ
る
。
鎌
倉
の
亀
ヶ
谷
に
あ
る
新
日
吉
社
に
奉
納
さ
れ
た
百
首
で
あ
る

が
、
新
日
吉
社
は
そ
の
名
称
か
ら
近
江
国
の
日
吉
社
よ
り
鎌
倉
に
分
祁
さ

れ
た
神
社
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
同
じ
神
へ
の
奉
納
和
歌
と
し
て
、

先
の
二
人
の
日
吉
百
首
と
の
比
較
対
象
と
し
て
も
問
題
な
い
と
考
え
る
。

三
、
奉
納
意
識
と
和
歌
表
現

⑤
世
を
照
ら
す
日
吉
と
通
を
垂
れ
て
け
り
心
の
闇
を
は
る
け
ざ
ら
め
や

［
述
懐
］

が
あ
る
。
①
「
神
山
」
は
日
吉
権
現
が
鎮
座
す
る
山
（
小
比
叡
）
の
こ
と

を
指
し
、
③
「
我
が
立
つ
柚
」
は
為
家
も
五
首
も
詠
ん
で
い
る
表
現
で
あ

る
が
、
比
叡
山
中
堂
建
立
の
時
に
伝
教
大
師
が
詠
ん
だ
と
さ
れ
る
古
歌
で
、

「
和
漢
朗
詠
集
」
「
俊
頼
髄
脳
」
「
奥
義
抄
」
「
古
来
風
体
抄
」
な
ど
詞
華
集

や
歌
学
書
に
度
々
引
用
さ
れ
る
「
阿
縛
多
羅
三
覗
三
菩
提
の
仏
た
ち
我
が

立
つ
柚
に
冥
加
有
ら
せ
給
へ
」
と
い
う
和
歌
か
ら
比
叡
山
（
大
比
叡
）
を

示
す
歌
語
と
な
っ
て
い
る
。
⑤
「
（
子
を
思
う
）
心
の
闇
」
を
照
ら
す
「
法

て
考
察
し
た
い
と
思
う
。

④
比
叡
小
山
岩
き
り
通
す
谷
川
の
早
き
し
る
し
を
猶
頼
む
か
な
［
川
］

あ
と
た

③
頼
む
か
な
我
が
立
つ
柚
と
祈
り
お
き
て
山
の
か
ひ
あ
る
嶺
の
け
し
き

を

〔
山
］

Ｉ
’

②
よ
そ
な
が
ら
今
日
の
日
吉
の
祭
に
も
賀
茂
の
御
阿
礼
の
あ
ふ
ひ
な
り

け
り
［
葵
］

そ
よ

次
頁
に
挙
げ
た
【
表
２
】
は
、
三
者
の
百
首
の
和
歌
か
ら
、
日
吉
社
を

意
識
し
て
詠
ま
れ
た
と
思
わ
れ
る
「
神
祇
的
要
素
」
、
つ
ま
り
神
や
神
社
・

神
域
・
神
事
・
神
官
・
神
田
な
ど
を
あ
ら
わ
す
表
現
を
抜
き
出
し
、
各
項

目
ご
と
に
分
類
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
首
の
中
に
神
祇
的
要
素
が
複
数
あ

る
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
に
重
複
し
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
最
後

の
合
計
の
部
分
は
延
べ
数
で
は
な
く
、
日
吉
社
を
意
識
し
て
詠
ま
れ
た
和

歌
を
一
単
位
と
し
て
合
計
し
て
い
る
。

こ
こ
か
ら
言
え
る
こ
と
は
、
為
家
の
日
吉
社
に
関
す
る
表
現
の
多
さ
と
、

そ
れ
に
対
し
て
、
俊
成
の
極
端
に
少
な
い
と
い
う
点
や
、
あ
ま
り
詠
ま
れ

る
こ
と
の
な
い
固
有
名
詞
（
例
え
ば
児
屋
根
・
三
津
川
・
橋
殿
な
ど
）
が

為
家
の
和
歌
に
は
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
以
下
、
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い

⑩
俊
成
の
場
合

み
あ
れ

1８



灯
」
と
し
て
、
本
地
垂
通
し
た
日
吉
の
神
を
称
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
和

歌
は
中
世
期
の
神
道
に
お
け
る
一
般
的
な
考
え
方
を
示
し
て
い
る
。

で
は
、
先
ほ
ど
確
認
し
た
よ
う
に
、
俊
成
の
日
吉
百
首
で
は
社
に
関
す

【
表
２
］
日
吉
社
に
関
す
る
神
祇
的
要
素
（
）
内
は
堀
河
題
。

る
表
現
が
か
な
り
少
な
く
、
為
家
の
五
分
の
一
も
な
い
と
い
う
結
果
に
な

っ
た
の
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
も
、
『
俊
成
五
社
百
首
』
の
各
百
首
に

お
い
て
社
に
関
係
の
あ
る
地
名
が
詠
ま
れ
た
歌
の
総
数
は
、
春
日
社
四
十

１９

合
計

神
田
・
神
領

参
拝
者

神
官
・
延
女

採
物
な
ど

神
事
分
社
摂
社
川
・
橋
な
ど

神
域

神
山

神
社
・
神
・

神
代

７
首

榊
葉
（
神
楽
）

日
吉
の
祭
（
葵
）

谷
川
（
川
）
・
御
職
川
（
六
月
城
）

神
山
（
残
璽

我
が
立
つ
柚
（
山
）

比
叡
小
山
（
川
）

日
吉
（
述
懐
）

俊
成

犯
首

志
賀
の
浜
田
（
邪
塑
・
御
戸
代
小
田
十
標
（
苗
代
）

志
賀
の
神
田
の
御
戸
代
（
早
苗
）
・
志
賀
の
山
田
（
田
家
）

祈
る
諸
人
（
菊
）
・
我
と
祈
り
こ
し
人
（
別
）

宜
禰
（
虫
）
・
宮
人
（
神
楽
・
逆
不
遇
恋
）
・
八
乙
女
（
更
衣
・
薄
）

榊
葉
十
木
綿
（
冠
・
卯
花
）
・
諸
葛
（
葵
）

神
祁
る
（
卯
花
・
葵
）
・
開
く
る
御
戸
の
広
前
（
菊
）

唐
崎
（
帰
雁
・
郭
公
・
六
月
城
・
松
）

三
謹
川
蚕
）
・
走
井
（
泉
）
・
橋
殿
（
機
）

■
０
■
口

神
の
瑞
垣
（
薄
）
・
神
垣
（
齢
・
吏
衣
・
虫
）
・
神
の
御
室
（
桜
）
・
百
敷

の
御
垣
（
竹
）

神
山
（
紅
葉
・
苔
・
懐
旧
）

我
が
立
つ
柚
（
月
・
野
・
山
・
山
家
・
祝
）

登
る
山
（
橘
）

日
吉
（
桜
）
・
日
吉
神
（
逆
不
遇
恋
）
・
神
（
子
日
・
郭
公
・
片
思
・
松
・
胡

・
述
懐
）
・
我
が
神
（
神
楽
）
・
児
屋
根
霞
）

為
家

”
首

志
賀
田
（
苗
代
）
・
神
の
標
ゆ
ふ
御
田
屋
（
早
苗
）

神
の
宮
つ
子
（
萩
）

こ
こ
（
神
楽
。
鎌
倉
新
日
吉
社
の
こ
と
）

唐
崎
（
松
）

橋
殿
（
桟
）
・
川
瀬
（
六
月
殿
）

神
の
御
垣
（
子
旦
・
玉
垣
（
萩
）
・
い
づ
こ
の
杜
（
卯
花
）
・
神
の
御

阿
礼
（
葵
）

比
叡
山
（
山
）

小
比
叡
の
杉
（
祝
）

日
吉
社
（
神
楽
）
・
日
吉
神
（
餌
）
・
神
（
述
懐
）
・
神
代
（
松
・
祝
）

阿
仏
尼



有
此
罰
、
然
而
於
今
度
者
、
不
可
有
殊
恐
云
々
、
即
復
例
了
、
其
後

難
非
尋
常
、
大
略
平
減
云
々
、
其
獲
麟
之
間
出
家
了
、
件
人
本
奉
懸

春
日
、
今
改
帰
敬
日
吉
、
此
十
余
年
以
来
、
都
不
参
詣
春
日
、
連
々

参
龍
日
吉
云
々
、
雌
末
世
、
神
明
之
厳
亜
可
恐
事
歎
、

（
「
九
条
家
本
玉
葉
」
図
神
索
確
刊
に
よ
る
）

と
あ
り
、
兼
実
が
伝
え
聞
い
た
内
容
と
し
て
、
俊
成
が
出
家
に
い
た
る
い

き
さ
つ
を
普
き
留
め
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
日
頃
か
ら
咳
病
を
患
っ

て
い
た
俊
成
は
二
度
も
人
事
不
省
に
陥
る
も
加
持
に
よ
っ
て
蘇
生
す
る
と

い
う
出
来
事
が
あ
っ
た
。
そ
れ
が
春
日
明
神
の
神
託
に
よ
り
神
罰
と
判
明

し
、
そ
の
後
や
や
回
復
し
た
俊
成
は
出
家
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。

神
罰
の
下
っ
た
理
由
と
し
て
、
「
件
の
人
、
本
春
日
を
畷
み
奉
る
。
今
改
め

て
日
吉
に
帰
敬
す
。
此
の
十
余
年
以
来
、
都
べ
て
春
日
に
参
詣
せ
ず
、
連
々

日
吉
に
参
龍
す
」
と
あ
り
、
俊
成
は
春
日
社
を
信
仰
し
て
い
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
十
数
年
前
か
ら
は
日
吉
社
を
敬
う
よ
う
に
な
っ
て
日
吉
に
ば
か

り
参
龍
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
原
因
で
、
春
日
社
の
神
澗
が
下

っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
対
し
、
兼
実
は
「
末
世
と
雛
も
神

明
の
厳
重
恐
る
べ
き
事
か
」
と
締
め
く
く
る
。

こ
う
し
て
出
家
に
至
る
出
来
事
か
ら
十
四
年
後
に
春
日
・
日
吉
両
社
へ

の
百
首
を
詠
む
こ
と
に
し
た
俊
成
は
、
春
日
明
神
の
神
意
を
配
慮
し
て
、

意
図
的
に
春
日
社
よ
り
も
神
社
に
関
す
る
表
現
が
多
く
な
ら
な
い
よ
う
に
、

2０

一
首
、
日
吉
社
二
十
五
首
、
住
吉
社
五
十
首
、
賀
茂
社
三
十
八
首
、
伊
勢

社
三
十
九
首
で
あ
り
、
日
吉
社
が
あ
る
近
江
国
は
比
較
的
多
く
の
歌
枕
を

有
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
五
社
百
首
の
中
で
は
日
吉
百
首
が
一
番

少
な
い
状
況
で
あ
る
。
ま
た
、
先
に
挙
げ
た
佐
藤
氏
は
「
藤
原
為
家
研
究
」

で
、
「
玉
葉
」
の
記
事
か
ら
「
御
子
左
家
の
日
吉
社
参
詣
は
、
俊
成
に
始
ま

っ
た
」
と
指
摘
す
る
が
、
こ
の
俊
成
の
日
吉
百
首
に
は
そ
う
い
っ
た
信
仰

を
示
す
よ
う
な
表
現
が
少
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
の
理
由
と
し
て
、
五
社
百
首
の
成
立
過
程
が
関
係
し
て
い
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
成
立
過
程
に
つ
い
て
五
社
百
首
の
序
に
よ
る
と
、
最
初

は
春
日
・
日
吉
両
社
へ
の
歌
合
の
予
定
で
あ
っ
た
が
、
思
う
よ
う
に
和
歌

が
集
ま
ら
な
か
っ
た
た
め
、
個
人
の
奉
納
百
首
に
変
更
し
、
の
ち
に
住
吉
・

賀
茂
・
伊
勢
の
三
社
へ
の
百
首
も
加
え
た
。
つ
ま
り
俊
成
が
百
首
を
詠
み

始
め
た
当
初
は
春
日
・
日
吉
両
社
だ
け
を
意
識
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が

で
き
る
だ
ろ
う
。

そ
し
て
、
次
に
当
時
の
俊
成
の
心
理
面
を
探
る
手
が
か
り
と
な
る
資
料

と
し
て
、
藤
原
兼
実
の
日
記
「
玉
葉
」
安
元
二
年
（
一
一
七
六
）
十
月
二

日
条
に
俊
成
出
家
の
記
事
が
あ
る
。

人
伝
、
五
条
三
位
俊
成
、
日
来
煩
咳
病
、
去
月
廿
八
日
両
度
絶
入
、

第
二
度
絶
入
之
度
経
両
三
刻
、
人
皆
存
一
定
之
由
、
而
験
者
一
人
残

留
、
猶
加
持
、
遂
蘇
生
。
自
春
日
明
神
託
給
云
々
、
困
不
帰
向
、
俄



限
り
な
け
れ
ば

こ
れ
ら
傍
線
部
分
「
春
日
山
」
「
三
笠
山
」
「
住
江
」
「
津
守
浦
」
「
御
手
洗
」

「
賀
茂
社
」
「
豊
の
宮
柱
」
「
天
の
戸
」
は
、
い
ず
れ
も
奉
納
先
に
関
係
す
る

場
所
や
神
名
で
あ
る
。
つ
ま
り
堀
河
題
に
よ
っ
て
奉
納
百
首
が
詠
ま
れ
る

場
合
、
最
後
の
二
首
「
述
懐
」
「
祝
」
の
和
歌
は
、
い
わ
ば
「
社
頭
の
述

懐
」
や
「
社
頭
の
祝
」
と
し
て
詠
ま
れ
る
傾
向
に
あ
る
と
言
え
る
。
そ
れ

に
対
し
、
日
吉
百
首
の
最
後
の
二
首
は
、

〔
日
吉
・
述
懐
］
世
を
照
ら
す
日
吉
と
跡
を
た
れ
て
け
り
心
の
闇
を
は
る

け
ざ
ら
め
やい
卜
ｆ
ｒ
Ｉ
’

た
か
ね

［
日
士
回
・
祝
〕
君
が
代
は
覗
姑
射
の
山
に
千
世
を
つ
み
て
富
士
の
高
髄

に
立
ち
ま
さ
る
ま
で

と
あ
る
。
「
蕊
姑
射
の
山
」
つ
ま
り
仙
人
の
住
む
中
国
伝
説
上
の
山
に
仙
洞

御
所
の
意
味
を
響
か
せ
て
、
千
載
集
編
纂
の
下
命
者
で
あ
っ
た
後
白
河
法

皇
に
対
す
る
寿
ぎ
を
詠
ん
で
い
る
。
法
皇
は
そ
の
生
涯
に
於
い
て
熊
野
へ

三
十
四
度
参
詣
し
て
い
る
こ
と
は
有
名
だ
が
、
日
吉
社
へ
は
少
な
く
と
も

（
４
）

四
十
度
程
度
は
参
詣
し
て
い
る
。
ま
た
、
今
熊
野
社
だ
け
で
は
な
く
、
都

に
新
日
吉
社
を
勧
請
も
し
て
お
り
、
日
吉
信
仰
と
深
く
結
び
つ
く
人
物
で

あ
る
と
言
え
る
。
こ
う
い
っ
た
理
由
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
日
吉
百

首
の
最
後
を
飾
る
「
祝
」
の
歌
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
吉
の
神
の

威
徳
を
示
す
表
現
が
な
い
と
い
う
こ
と
も
、
先
程
確
認
し
た
春
日
明
神
へ

2１

日
吉
百
首
を
詠
ん
だ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

次
に
、
「
俊
成
五
社
百
首
」
に
お
け
る
日
吉
社
以
外
の
他
社
へ
の
百
首
か

ら
般
後
二
首
ず
つ
、
つ
ま
り
堀
河
題
九
十
九
番
目
「
述
懐
」
と
百
番
目

「
祝
」
の
和
歌
を
そ
れ
ぞ
れ
各
社
の
百
首
か
ら
抜
き
出
す
と
、
以
下
の
通
り

で
あ
る
。

悪
日
・
述
懐
］
春
日
山
谷
の
松
と
は
朽
ち
ぬ
と
も
梢
に
か
へ
れ
北
の
藤

波

〔
春
日
・
祝
］
天
が
下
の
ど
け
か
る
べ
き
君
が
代
は
三
笠
の
山
の
万
世

の
幸
脚

〔
住
吉
・
述
懐
］
和
歌
の
浦
の
道
を
ば
捨
て
ぬ
神
な
れ
ば
あ
は
れ
を
か
け

よ
住
の
江
の
波

皇
’
の
ど
か
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｒ
附
牌
ら
あ
と
た

［
住
吉
・
祝
］
四
方
の
海
も
長
閑
な
れ
と
ぞ
住
士
ロ
の
津
守
浦
に
通
を
垂

れ
け
ん

卜
胎
脚
ｌ

［
賀
茂
・
述
懐
］
祈
り
お
き
し
●
心
の
う
ち
を
御
手
洗
の
末
に
あ
ひ
み
ん
事

う
れ

ぞ
嬉
し
き
い
Ⅱ
肋
陥
る
と
か
へ

［
賀
茂
・
祝
〕
君
が
代
は
賀
茂
社
の
姫
子
松
十
返
り
花
も
咲
か
ん
と
す

ら
ん

［
伊
勢
・
述
懐
］
け
ま
く
も
か
し
こ
き
豊
の
宮
柱
な
ほ
き
心
は
空
に
知
る

ら
ん

［
伊
勢
・
祝
〕
君
が
代
は
千
世
と
も
さ
さ
じ
天
の
戸
や
出
づ
る
月
日
の



為
家
の
日
吉
百
首
の
中
で
特
徴
的
な
も
の
に
、
あ
ま
り
和
歌
に
は
詠
ま

れ
な
い
表
現
が
詠
ま
れ
て
い
る
点
が
あ
る
。

ト
ト
Ⅲ
い
ば
誉
く
だ
た
書

①
三
津
川
の
岩
間
の
浪
に
飛
ぶ
蛍
砕
く
る
玉
の
消
え
ぬ
と
ぞ
み
る
［
蛍
］

忙
似
あ
だ
瞳
や

②
夏
を
こ
そ
知
ら
で
過
ぎ
ぬ
れ
走
井
の
辺
り
は
秋
に
早
な
り
に
け
り［

泉
］

③
橋
殿
の
真
木
の
板
橋
石
橘
に
続
き
て
登
る
山
ぞ
か
し
こ
き
［
橋
］

④
頼
む
か
な
児
屋
根
の
藤
の
一
つ
な
る
も
と
の
誓
ひ
を
か
け
て
ま
っ
と

て

［
藤
］

ま
ず
、
①
「
三
津
川
」
に
つ
い
て
、
時
代
は
や
や
下
る
が
、
天
台
系
の

学
僧
（
室
町
期
か
）
の
手
に
な
っ
た
も
の
と
言
わ
れ
る
「
厳
神
妙
」
山
王

権
現
鎮
座
御
事
か
ら
、
「
大
宮
権
現
の
鎮
座
」
の
部
分
を
引
用
す
る
。

大
宮
椛
現
卜
申
ス
ハ
、
大
和
国
三
輪
ノ
社
ヨ
リ
御
影
向
、
三
輪
ノ
明

（
八
Ｗ
晩
方
）

神
ハ
素
斐
鳴
尊
御
子
大
物
主
神
、
又
奉
号
大
己
貴
今
叩
、
天
皇
ノ
御
宇

一
一
坂
本
へ
御
影
向
有
ケ
ル
ガ
、
大
津
ノ
八
柳
ニ
テ
、
ツ
カ
レ
ニ
臨
玉

ヒ
シ
カ
バ
、
行
歩
モ
難
治
ニ
テ
、
田
中
ノ
恒
世
釣
舟
二
便
船
シ
御
座

ス
、
志
賀
ノ
唐
崎
二
至
玉
フ
、
恒
世
船
中
一
一
持
ケ
ル
粟
ノ
飯
ヲ
献
ジ

の
配
慮
が
関
係
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

②
為
家
の
場
合

と
あ
り
、
天
智
天
皇
の
時
代
に
三
輪
明
神
で
あ
っ
た
大
己
貴
神
が
、
唐
崎

か
ら
川
を
上
っ
て
大
宮
権
現
と
な
る
い
き
さ
つ
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の

傍
線
部
に
示
す
よ
う
に
、
比
叡
三
塔
か
ら
の
谷
川
が
一
つ
に
落
ち
合
っ
て

潮
海
（
琵
琶
湖
）
に
流
れ
入
る
の
で
三
津
川
と
い
う
と
あ
る
・
お
そ
ら
く

三
津
川
は
現
在
の
日
吉
社
境
内
を
流
れ
る
大
宮
川
と
思
わ
れ
る
が
、
日
吉

社
の
縁
起
に
も
関
わ
る
こ
の
三
津
川
を
舞
台
に
し
て
、
蛍
の
飛
ぶ
情
景
を

為
家
は
『
詠
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

次
に
為
家
の
和
歌
②
「
走
井
」
に
つ
い
て
、
「
水
が
勢
い
よ
く
湧
き
出

る
」
と
い
う
意
味
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
も
日
吉
社
境
内
の
こ
と
と
恩
わ
れ

ヨ
リ
流
下
ダ
ル
三
塔
谷
川
、
一
ツ
ー
落
合
テ
潮
海
一
一
流
し
入
ル
、
故

2２

二
至
リ
テ
、
五
色
ノ
流

ト
ハ
、
波
止
土
濃
瞥
也
…

二
三
シ
川
ト
ハ
云
ナ
リ
、
次
第
二
此
川
ヲ
尋
ネ
上
り
玉
フ
ニ
、
先
ヅ

石
ヲ
占
井
二
至
リ
テ
、
石
上
ニ
タ
、
ズ
ミ
、
何
ヅ
方
へ
尋
ネ
行
カ
ン

ズ
ル
ャ
ラ
ン
ト
、
足
占
ヲ
路
玉
ニ
ケ
ル
ニ
、
石
占
井
ノ
明
神
女
体
ニ

テ
御
座
シ
ヶ
ル
ト
、
川
ノ
水
上
ヲ
委
ク
教
へ
サ
ト
サ
セ
玉
ヒ
キ
、
大

宮
権
現
御
メ
シ
ワ
ラ
グ
ッ
ヲ
脱
ギ
、
御
足
ヲ
ス
、
ギ
玉
ヒ
テ
タ
チ
玉

ヒ
ヶ
ル
、
其
ノ
石
、
今
一
一
彼
所
一
一
有
卜
云
々
、
吹
儲
に
牒
陰
隠
雌
脱
し

町
二
留
リ
ケ
ル
、
故
ニ
ハ
シ
ド
ノ

奉
リ
ヶ
ル
、
サ
テ
唐
崎
ノ
琴
ノ
御
館
二
対
シ
テ
、
我
ハ
是
神
明
也
ト
、

名
乗
玉
フ
、
…
其
後
五
色
ノ
波
ノ
源
ヲ
尋
玉
フ
ー
ー
、
判
刈
白
同
剛
山

（
神
道
大
系
に
よ
る
）

腰ナ
・
●
、
卜
。
、
マ
リ
ソ
サ
コ
マ
ヤ
カ
ナ
リ
ト



①
今
は
た
だ
我
が
山
も
と
に
庵
し
め
て
外
に
は
け
た
し
夜
半
の
煙
を

と
あ
る
◎
こ
れ
は
、
生
涯
四
度
も
天
台
座
主
に
就
任
し
た
慈
円
が
六
十
九

歳
の
折
に
山
王
七
社
の
「
本
の
誓
」
と
し
て
詠
ん
だ
十
首
の
歌
群
で
あ
る
。

そ
の
表
現
を
見
て
み
る
と
、
③
「
神
の
斎
垣
」
、
＠
「
ま
し
ら
遊
ぶ
神
の

台
」
は
神
の
使
い
の
猿
が
遊
ぶ
日
吉
社
の
こ
と
、
、
「
七
ま
す
神
」
は
山

る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
「
拾
玉
集
」
所
収
の
歌
群
（
念
９
１
合
ｇ
）
に
、

某
甲
六
十
有
九
之
歳
、
貞
応
第
二
之
暦
以
三
伏
孟
秋
之
比
、
秋
霧

雛
綴
急
厄
、
自
九
月
初
冬
之
候
、
冬
雪
稲
社
参
庭
、
而
今
改
年
満

七
旬
朝
法
施
向
百
日
之
時
、
驚
一
生
之
由
来
、
啓
七
社
之
本
誓
、

其
詞
云

も
も

い
が
き

⑪
お
き
っ
浪
い
く
度
か
け
て
契
り
け
む
う
き
世
を
い
か
に
志
賀
の
唐
崎

よ
の
な
か

①
何
噸
も
あ
ら
ず
な
り
行
く
世
中
に
残
る
か
ひ
な
き
身
を
い
か
に
せ
ん

Ｉ
蔦
ｉ
論

①
神
垣
や
山
わ
け
出
づ
る
三
津
川
の
は
し
た
な
き
ま
で
頼
む
と
を
し
れ

は
し
り
ゐ

③
い
か
に
し
て
・
心
け
が
さ
じ
走
井
の
清
き
流
れ
の
す
す
が
ざ
ら
め
や

＠
こ
つ
な
き
御
法
を
百
よ
た
む
け
き
ぬ
七
ま
す
神
は
三
の
山
も
と

＠
ま
し
ら
遊
ぶ
神
の
台
に
春
た
ち
て
心
に
結
ぶ
っ
ら
ら
を
ぞ
と
く

し
づ

⑥
繰
り
返
し
結
ぶ
は
神
の
符
な
れ
ば
を
は
り
乱
す
な
賎
の
を
だ
ま
き

も
も

③
七
十
に
満
ち
ぬ
る
春
ぞ
あ
は
れ
な
る
百
よ
を
あ
か
す
神
の
斎
垣
に

・
７
つ
つ

⑤
思
ふ
く
し
夢
か
現
か
い
か
に
し
て
い
か
に
ふ
け
ぬ
る
我
が
世
な
る
ら

ん

う
て
な

2３

l↑

ぶ

り

た
び

王
七
社
の
こ
と
、
①
「
神
垣
や
山
分
け
出
る
三
津
川
」
こ
れ
も
先
ほ
ど
確

認
し
た
川
で
あ
り
、
⑪
「
志
賀
の
唐
崎
」
は
大
宮
権
現
が
影
向
し
た
場
所
、

①
「
我
が
山
も
と
」
は
比
叡
山
を
指
す
。
そ
う
し
た
日
吉
社
関
係
を
詠
ん

で
い
る
歌
群
の
中
で
、
②
「
走
井
」
は
、
下
の
句
に
「
清
き
流
れ
の
す
す

が
ざ
ら
め
や
」
と
あ
る
の
で
、
こ
れ
は
日
吉
社
の
清
め
の
た
め
の
泉
と
思

わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
日
吉
社
の
こ
と
を
詳
し
く
描
く
こ
と
に
こ
だ
わ

り
を
見
せ
る
為
家
の
和
歌
一
②
「
走
井
」
も
社
の
滴
め
の
泉
で
あ
り
、
納
涼

の
場
と
し
て
い
ち
早
く
秋
に
な
っ
た
こ
と
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
後
の
作
品
で
は
あ
る
が
、
祝
部
行
丸
が
元
亀
焼
亡
（
一
五
七
一

年
）
以
前
の
社
頭
の
状
況
な
ど
を
詳
細
に
つ
た
え
る
史
料
を
も
と
に
基
づ

い
て
記
し
た
と
い
う
「
日
吉
社
神
道
秘
密
記
」
（
天
正
十
年
成
立
）
に
は
、

一
雨
阿
酎
幽
幽
幽
瀞
砿
瓢
挫
藤
森
知
日
御
供
以
：
此
水
一
調
刈
進
之
一
、

浄
水
故
也
、
二
宮
、
十
禅
師
之
供
華
ノ
水
ハ
以
レ
之
調
、
大
宮
之
供

華
ノ
水
ハ
波
止
土
濃
ノ
水
也
。
坂
本
中
ノ
諸
家
内
浄
事
ハ
ハ
シ
リ
ノ
水

也
、
寵
洗
湯
立
等
悉
此
水
也
、
汚
稜
城
女
人
月
水
之
浄
水
是
也
、

参
社
諸
人
用
し
之
、

（
神
道
大
系
に
よ
る
）

は
し
り
臆
ら
え
ど
の

と
あ
り
、
「
波
之
利
蕨
殿
」
が
浄
水
に
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
近
世
初
頭
の
豪
観
の
「
日
吉
山
王
権
現
知
新
記
」
に
、

一
、
走
井
橋
価
嘆
也
．
じ
閲
ｆ
：
ｆ
、
損
じ
凡
．
ｆ

ハ
ッ
ヘ
ト
ノ
カ
、
．
、

一
、
走
井
社
り
小
吐
＃
鯛
芥
高
欄
踊
子
跡
大
晦
ｕ
・
三
間
社
也
、
蔽
戸
神
也



此
寺
ハ
伝
教
大
師
開
開
之
処
也
、
神
宮
寺
へ
登
り
、
隷
坪
橋
へ
登
り
、
方
々

道
γ
リ
、
社
頭
へ
参
入
道
七
道
有
、
○
大
橋
司
り
参
向
諸
人
祈
念
所
、
○

波
止
土
濃
到
り
上
下
山
上
ノ
道
ア
リ
、
…

と
あ
り
、
日
吉
の
社
か
ら
橋
殿
を
渡
る
と
比
叡
山
へ
の
登
り
口
に
な
っ
て

い
る
。
為
家
の
和
歌
③
で
も
「
続
き
て
登
る
山
」
と
あ
る
の
は
比
叡
山
（
大

比
叡
）
の
こ
と
で
あ
る
。

散
文
作
品
で
は
例
え
ば
「
平
家
物
語
」
巻
一
・
願
立
に
「
大
宮
の
波
止

土
濃
よ
り
八
王
子
の
御
社
ま
で
回
廊
を
つ
く
シ
て
ま
い
ら
せ
む
と
な
り
」

薪
日
本
古
典
文
学
大
系
）
と
あ
る
が
、
和
歌
の
世
界
に
お
い
て
日
吉
社
の
橋

ノ

ハ
、
ン
Ｏ
ト

モ
ノ

大
宮
御
座
所
波
止
土
濃
一
是
也
、
最
山
王
神
道
根
源
所
也
、

と
あ
り
、
欄
干
や
屋
根
付
の
橋
で
燈
龍
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ち
な
み

に
現
在
で
は
石
橋
の
板
石
部
分
が
途
中
か
ら
失
わ
れ
て
渡
る
こ
と
が
で
き

な
い
状
態
で
、
大
宮
権
現
の
鎮
座
に
ま
つ
わ
る
伝
承
地
と
は
思
え
な
い
扱

い
に
な
っ
て
い
る
が
、
為
家
の
時
代
の
橋
の
櫛
造
に
つ
い
て
は
、
和
歌
③

「
橋
殿
の
真
木
の
板
橋
石
橋
に
」
と
あ
る
の
で
、
以
前
に
は
板
橋
で
あ
っ
た

も
の
が
石
橋
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
歌
表
現
の
よ
う
に
、

そ
の
後
も
板
橋
に
な
っ
た
り
石
橋
に
な
っ
た
り
し
て
、
現
在
で
は
石
橋
の

一
部
だ
け
が
残
っ
て
い
る
。

ま
た
先
に
挙
げ
た
「
日
吉
社
神
道
秘
密
記
」
に
は
、

イ
タ
ツ
テ
ニ
ハ
ラ
ヘ
ス

ー
、
走
井
在
婦
頭
一
、
浦
滅
落
二
石
機
・
・
触
稜
除
服
之
人
詣
一
此
処
一
体
浴
蕨
除

（
神
道
大
系
に
よ
る
）

と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
走
井
橋
（
重
要
文
化
財
指
定
）
や
走
井
社
（
小

さ
な
洞
）
は
現
存
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
為
家
や
阿
仏
尼
の
時
代
に
も
「
走

井
」
が
神
聖
な
場
所
、
つ
ま
り
山
王
二
十
一
社
の
中
社
や
下
社
ほ
ど
で
は

な
い
に
し
ろ
、
小
さ
い
な
が
ら
も
洞
が
あ
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

次
に
為
家
の
和
歌
③
「
橋
殿
」
に
つ
い
て
、
先
に
挙
げ
た
「
厳
神
妙
』

の
引
用
本
文
に
付
し
た
二
重
傍
線
部
分
に
は
、
三
津
川
を
遡
っ
た
大
己
貴

神
が
大
宮
権
現
前
の
橋
殿
に
た
ど
り
着
き
鎮
座
し
た
と
あ
る
。
そ
し
て
五

色
の
波
が
そ
の
場
所
に
留
ま
っ
て
い
た
の
で
、
「
波
止
土
濃
（
波
と
ど
ま
り

土
こ
ま
や
か
な
り
）
」
と
書
く
の
だ
と
い
う
。
つ
ま
り
「
橋
殿
」
は
大
宮
権

現
が
鎮
座
し
た
場
所
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
時
代
が
下
る
作
品
で
あ
る
が
、
信
長
の
比
叡
焼
き
討
ち
の
後
に

日
吉
社
再
建
の
目
的
に
、
祝
部
行
丸
が
作
ら
せ
た
と
い
う
「
山
王
二
十
一

社
等
絵
図
」
の
中
に
「
波
止
土
濃
」
の
絵
が
あ
り
、
板
の
反
り
橋
に
屋
根

が
付
い
た
櫛
造
に
な
っ
て
い
る
。
文
保
二
年
成
立
「
日
吉
山
王
権
現
知
新

記
」
（
豪
観
）
に
は
、

一
、
橋
殿
箔
・
一
通
禽
一
・
旧
跡

大
宮
楼
門
前
在
二
［
閤
川
］
上
一
、
有
二
欄
干
、
屋
根
唐
破
風
一
、
燃
一
一
夜

カ
ラ
ハ
フ
シ
テ

ワ
ス
ニ
ノ
ー
ノ
ー
リ

灯
九
灯
一
供
一
・
七
社
各
一
灯
、
中
七
社
一
灯
、
下
七
社
一
灯
一
也
。
云
・
．

ホ
ト
ヶ
ノ

、
又
補
渡
解
谷
へ
登
り
、
神
宮
寺
へ
登
ル
、

波
止
土
濃
ヨ
リ
東
塔
坂
へ
登
り
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殿
を
和
歌
に
詠
み
入
れ
た
も
の
は
為
家
や
阿
仏
尼
の
歌
以
外
に
は
未
見
で
、

「
慈
鎮
和
尚
自
歌
合
』
七
番
の
詞
書
に
、

大
宮
の
橋
殿
に
て

照
る
月
の
光
と
共
に
流
れ
来
て
音
さ
へ
す
め
る
山
川
の
水

と
あ
る
程
度
で
あ
る
。
和
歌
に
詠
ま
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
「
橋
殿
」
を
、

為
家
や
阿
仏
尼
は
詠
ん
だ
の
で
あ
る
。
そ
の
阿
仏
尼
の
歌
が
、

か
た

｛
表
３
｝
『
明
月
記
』
に
お
け
る
為
家
の
日
吉
社
参
詣

立
ち
か
へ
り
叉
渡
ら
ば
や
日
吉
な
る
大
宮
方
の
橋
殿
の
橋
［
樵
］

で
あ
り
、
山
王
権
現
の
縁
起
に
も
関
わ
る
重
要
な
場
所
で
、
和
歌
に
お
い

て
目
新
し
い
表
現
を
詠
ん
だ
こ
の
為
家
の
詠
③
を
受
け
て
新
日
吉
百
首
に
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詠
み
入
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
地
名
の
選
択
に
お
い
て
も
為
家
の
影
響
が
あ

っ
た
と
言
え
よ
う
。
ま
た
、
上
の
句
に
「
又
渡
ら
ば
や
」
と
あ
る
の
で
、

阿
仏
尼
に
は
既
に
日
吉
参
詣
の
経
験
が
あ
る
よ
う
だ
が
、
も
し
か
す
る
と

為
家
と
と
も
に
参
詣
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

そ
れ
で
は
、
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
為
家
の
百
首
で
は
社
の
具
体
的
な

描
写
が
多
い
の
か
を
考
え
た
い
と
思
う
。
次
の
【
表
３
】
は
、
「
藤
原
為
家

研
究
」
（
前
出
）
所
収
の
年
譜
を
参
考
に
、
「
明
月
記
」
に
お
け
る
為
家
の

日
吉
社
参
詣
に
関
す
る
記
述
を
抜
き
出
し
、
簡
単
に
ま
と
め
た
。

こ
の
よ
う
に
、
為
家
は
幼
少
の
頃
か
ら
父
定
家
や
母
親
に
連
れ
ら
れ
日

届
冨
９
．
陸
三
名
（
５
）
父
に
伴
わ
れ
参
樋
通
夜
し
て
認
日
帰
宅
。

届
置
．
９
．
ぷ
三
名
（
８
）
母
等
に
引
率
さ
れ
七
日
間
参
徹
、
塑
日
帰
宅
。

届
急
●
Ｓ
●
霊
三
名
（
８
）
ら
父
の
宿
願
に
よ
り
百
日
参
龍
を
始
め
る
。

馬
９
．
局
．
ご
為
家
（
９
）
ら
父
に
連
れ
ら
れ
参
龍
。

届
Ｓ
・
急
・
鵠
為
家
（
皿
）
ら
父
に
連
れ
ら
れ
参
詣
。

届
Ｓ
・
畠
・
園
為
家
（
皿
）
ら
参
詣
。

届
馬
・
霞
・
壁
為
家
（
応
）
父
に
連
れ
ら
れ
参
徳
。
翌
月
２
日
に
帰
京
。

届
届
．
局
・
呂
定
家
室
、
男
女
子
息
を
連
れ
参
詣
。

届
誤
・
冨
些
為
家
（
躯
）
子
を
連
れ
て
参
龍
、
記
日
帰
洛
。

届
濫
・
童
．
］
今
為
家
（
羽
）
日
吉
社
賀
茂
社
に
参
詣
。

届
濫
●
９
．
齢
為
家
（
鋤
）
七
簡
日
参
龍

』
侭
。
●
霞
・
弓
為
家
（
記
）
参
徳
、
劉
日
離
京
。

届
暗
・
局
．
器
為
家
（
認
）
参
詣
。

］
鴎
・
急
．
曽
為
家
（
調
）
参
龍
七
箇
日
。

届
望
●
ｇ
』
⑦
為
家
（
認
）
為
氏
を
連
れ
参
詣
、
翌
日
帰
宅
。

届
髄
●
９
．
９
為
家
（
錨
）
参
詣
し
、
翌
暁
の
大
殿
側
に
臨
む
。

馬
路
●
Ｓ
・
Ｓ
為
家
（
調
）
大
殿
間
に
睦
む
た
め
昨
夕
よ
り
参
詣

届
韻
・
巳
・
弓
定
家
、
孫
為
氏
を
連
れ
参
詣
。

届
鵠
』
。
●
急
為
家
（
認
）
参
詣
。

届
誤
匡
・
馬
為
家
（
認
）
圃
城
寺
の
大
僧
正
を
訪
れ
、
日
吉
社
参
詣
、

明
暁
の
大
殿
冊
に
参
会
し
帰
洛
。

戸
隠
画
．
馬
・
扇
為
家
（
銘
）
参
詣
し
即
日
馳
せ
州
る
。



と
は
直
接
的
に
は
第
三
殿
の
天
児
屋
根
命
が
関
係
し
て
い
る
。
俊
成

が
距
離
的
に
近
い
日
吉
社
参
を
主
と
す
る
信
仰
に
傾
い
て
い
っ
た
の

は
、
そ
の
祭
神
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
氏
神
の
代
替
と
な

り
得
る
と
の
認
識
が
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
察
さ
れ
、

（
＊
『
Ⅸ
魚
』
に
お
け
る
俊
窟
川
寧
の
超
馴
）

前
引
の
俊
成
の
事
跡
に
就
け
ば
、
そ
れ
は
ま
さ
し
く
俊
成
の
時
代
に

確
立
さ
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。（

文
中
の
＊
の
部
分
は
私
に
註
を
施
し
た
）

と
あ
り
、
御
子
左
家
に
お
い
て
俊
成
の
代
か
ら
日
吉
信
仰
が
行
わ
れ
、
十

禅
師
宮
の
神
が
天
児
屋
根
と
見
な
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
と
指
摘
す
る
。

そ
こ
で
、
「
為
家
七
社
百
首
」
の
和
歌
を
確
認
し
て
み
る
と
、
天
児
屋
根

命
を
詠
ん
で
い
る
歌
が
二
首
存
在
す
る
。

ト
ー
ド
ド
ー
ｌ

［
日
吉
・
藤
］
頼
む
か
な
児
屋
根
の
藤
の
一
つ
な
る
も
と
の
誓
ひ
を
か
け

て
ま
つ
と
て

惟
悔
ト
ド
ト
ち
ぎ
り

［
春
日
・
祝
〕
万
代
も
一
つ
に
ま
も
れ
天
照
る
や
天
児
屋
根
の
同
じ
契
に

で
あ
り
、
前
者
は
日
吉
百
首
の
「
藤
」
の
和
歌
で
、
後
者
は
春
日
百
首
の

「
祝
」
の
和
歌
で
あ
る
。
為
家
は
春
日
社
の
祭
神
で
あ
る
天
児
屋
根
を
春
日

百
首
に
、
山
王
七
社
（
十
禅
師
）
の
祭
神
で
あ
る
天
児
屋
根
を
日
吉
百
首

に
そ
れ
ぞ
れ
詠
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
和
歌
は
先
の
佐

藤
氏
の
説
を
裏
付
け
る
資
料
に
な
り
う
る
と
言
え
よ
う
。
そ
う
い
っ
た
為

家
の
日
吉
信
仰
で
あ
る
が
、
彼
の
百
首
に
は
日
吉
社
に
対
す
る
思
い
を
詠

2６

吉
社
を
参
詣
し
て
お
り
、
成
人
後
は
ひ
と
り
で
何
日
間
も
参
寵
を
し
た
り
、

時
に
は
息
子
為
氏
を
連
れ
た
り
し
て
い
る
。
そ
し
て
年
に
何
度
も
参
詣
や

参
龍
を
し
て
い
る
。
そ
の
後
も
、
為
家
の
和
歌
資
料
や
譲
り
状
な
ど
か
ら
、

日
吉
を
参
詣
し
て
い
る
こ
と
は
知
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
日
吉
社
に
毎
年
何

度
も
参
詣
や
参
龍
を
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
為
家
の
日
吉
信
仰
は
、
父
定
家
の
影
響
と
い
う
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
。
定
家
が
日
吉
社
を
深
く
信
仰
し
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、

石
田
吉
貞
氏
が
「
藤
原
定
家
の
研
究
」
（
文
雅
堂
書
店
・
一
九
五
七
年
）
に

お
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
石
田
氏
に
よ
る
と
『
明
月
記
」
の
記
事
に
日

吉
へ
の
参
詣
六
十
三
回
、
参
龍
四
十
八
回
、
通
夜
百
三
十
五
回
あ
り
、
そ

れ
に
対
し
て
春
日
社
参
詣
は
四
回
（
一
回
は
明
月
記
に
拠
ら
な
い
）
と
あ

る
。
圧
倒
的
な
日
吉
社
へ
の
定
家
の
傾
倒
ぶ
り
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
俊
成
・
定
家
・
為
家
の
御
子
左
家
が
日
吉
社
を
信
仰

す
る
理
由
と
し
て
、
最
初
に
示
し
た
【
表
１
】
の
よ
う
に
、
山
王
七
社
の

十
禅
師
の
祭
神
に
「
天
児
屋
根
」
説
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
佐
藤
氏
（
前
掲

「
藤
原
為
家
研
究
』
）
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

…
御
子
左
家
の
日
吉
社
信
仰
は
、
藤
家
の
祖
た
る
天
児
屋
根
命
祭
神

説
の
定
着
と
関
係
が
あ
り
そ
う
に
思
わ
れ
る
。
藤
原
氏
の
氏
神
で
あ

る
春
日
神
社
の
祭
神
は
、
第
一
殿
、
武
蕊
槌
命
、
第
二
殿
、
経
津
主

命
、
第
三
殿
、
天
児
屋
根
命
、
第
四
殿
、
比
売
神
で
あ
り
、
藤
原
氏



⑨
迩
垂
る
る
小
比
叡
の
杉
の
印
と
て
神
代
久
し
く
色
も
か
は
ら
ず
［
祝
］

と
あ
る
①
～
③
の
和
歌
は
、
直
接
の
奉
納
先
で
あ
る
分
社
（
鎌
倉
の
新
日

吉
社
）
の
情
景
を
詠
ん
で
い
る
も
の
と
思
わ
れ
、
④
以
下
の
和
歌
は
本
社

（
近
江
国
の
日
吉
社
）
を
想
定
し
て
詠
ん
で
い
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
⑧
和
歌
「
世
々
ふ
る
く
神
に
契
り
し
あ
と
」
と
あ
り
、
先
程
か

ら
確
認
し
た
よ
う
な
俊
成
か
ら
為
家
に
い
た
る
御
子
左
家
が
日
吉
社
を
信

仰
の
対
象
と
し
て
き
た
こ
と
を
述
べ
、
継
承
者
で
あ
る
我
が
子
の
た
め
歌

道
家
の
不
条
理
を
た
だ
せ
と
、
強
い
語
気
で
表
現
し
て
い
る
。

さ
れ
た
た
め
、

ん
だ
和
歌
が
他
に
も
あ
る
。

②
都
出
で
て
久
し
く
な
り
ぬ
今
年
だ
に
神
の
御
阿
礼
に
あ
ふ
ひ
し
ら
せ

よ
［
葵
］

①
卯
花
の
白
木
綿
か
け
て
こ
の
頃
や
い
づ
こ
の
杜
の
神
祁
る
ら
ん

［
卯
花
］

み
あ
れ

③
う
ま
れ
い
で
て
い
ま
老
い
ら
く
の
け
ふ
ま
で
に
恩
ふ
は
神
の
み
こ
と

（
、
身
を
隠
す
小
倉
の
山
の
麓
に
も
我
が
立
つ
柚
を
見
て
ぞ
慰
む
［
山
家
］

⑦
神
山
に
老
い
の
姿
の
か
は
る
に
も
昔
の
あ
と
と
な
ほ
頼
む
か
な

［
懐
旧
］

⑤
我
が
頼
む
心
ひ
と
つ
は
神
も
見
よ
又
た
ぐ
ひ
な
き
唐
崎
の
松
［
松
］

ふ
も
と

そ
ま

阿
仏
尼
の
百
首
は
、
鎌
倉
滞
在
中
に
屯
ヶ
谷
に
あ
る
新
日
吉
社
へ
奉
納

剛
阿
仏
尼
の
場
合

⑤
鶴
の
子
の
数
多
千
年
を
祈
る
と
は
空
に
日
吉
の
神
ぞ
知
る
ら
ん
葱
］

み
ね

と
の
し
ぴ

Ⅱ
し
ら
ゆ
ふ

③
八
乙
女
や
神
楽
男
の
声
す
な
り
日
吉
の
社
こ
こ
に
う
つ
し
て
［
神
楽
］

Ｉ
’
１
陰
…

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
小
ひ
町
引
も
０
１
Ⅱ
１
０
１
１
０
ｌ
Ｌ
Ｆ
胡
叩
Ｄ
み

④
唐
崎
の
松
に
か
け
て
も
契
り
け
ん
神
代
忘
る
な
波
の
白
木
綿
［
松
］

あ
ざ
《
た
ら
と
せ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ

2７

も
り
ま
つ

こ
と
ば

こ

蛾

な
り
け
り
〔
述
懐
］

と
あ
り
、
⑥
和
歌
で
は
為
家
の
住
む
小
倉
山
の
施
か
ら
遠
く
都
を
挟
ん
で

比
叡
の
山
脈
を
眺
め
て
い
る
姿
や
、
①
⑥
和
歌
で
は
幼
い
頃
か
ら
父
に
連

れ
ら
れ
、
成
人
後
も
年
に
何
度
も
参
詣
し
て
、
老
境
の
今
ま
で
長
年
、
心

の
拠
り
所
と
し
て
き
た
日
吉
社
に
対
す
る
思
い
が
詠
ま
れ
て
い
る
。

次
頁
の
【
表
４
】
は
、
三
者
の
百
首
に
詠
ま
れ
て
い
る
地
名
を
地
域
別

に
分
類
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
見
て
も
、
為
家
の
表
現
の
多
さ
が
目

③
世
々
古
く
神
に
契
り
し
あ
と
な
れ
ば
そ
の
子
と
祈
る
道
を
断
れ〔

述
懐
］

あ
と
た

し
る
し

⑦
立
ち
か
へ
り
又
渡
ら
ぱ
や
日
吉
な
る
大
宮
方
の
橋
殿
の
橋
［
瞳

⑥
比
叡
の
山
峰
に
か
か
ぐ
る
灯
は
君
が
代
照
ら
す
光
な
り
け
り
［
山
］

か
た

四
、
奉
納
意
識
と
題
詠



2８

『
喪
４
】
日
吉
社
周
辺
地
域
（
）
内
は
、
堀
河
題
。

合
計

近
隣
国

山
城
国

美
濃
国

近
江
国

湖
周
辺Ｉ

東
岸
川
グーｍ

１１ｉ
峠
一”

浦
な
ど

湖 西西
南リ
岸 ノ

加
首

入
野
原
（
薄
）

小
野
山
（
早
牒
・
炭
砿
）

音
羽
山
（
緑
）
、
賀
茂
の
御
阿
礼
（
葵
）

筑
庫
沼
（
苗
迦

瀬
田
長
橋
（
橋
）
、
田
上
川
（
網
代
）

浦
の
さ
ざ
波
（
藤
）

柵
の
海
（
立
容
）

逢
坂
関
爾
迎
・
初
逢
恋
・
暁
・
側
）

粟
津
原
（
野
）

長
等
山
（
五
月
雨
）

志
賀
山
（
藤
）
、
志
賀
山
越
（
紅
葉
）

志
賀
浦
（
立
雅
・
五
月
雨
）

志
賀
浜
松
（
子
旦

真
野
入
江
（
千
鳥
）

比
良
山
風
十
三
津
浜
（
傭
衣
）

俊
成

詑
首

身
を
隠
す
小
倉
山
の
麓
（
山
家
）

氷
室
山
（
氷
室
）

大
原
里
（
炭
竃
）

筑
摩
江
の
入
江
（
簡
迩

瀬
田
長
橋
葡
）
、
田
上
川
（
網
代
）

‐
』
‐
‐
１
‐

浦
よ
り
遠
（
霞
・
審
雨
）

海
山
の
堺
（
五
月
雨
）
、
遠
き
汀
（
氷
）

鳩
照
る
海
（
霧
）
、

さ
ざ
波
や
鳴
の
浮
き
巣
（
水
鳥
）

逢
坂
（
駒
迎
）

粟
津
野
（
鹿
狩
）

長
等
山
（
鹿
）

志
賀
の
都
（
鉦
・
杜
若
・
花
橘
抽
初
秋
・
九
月
尽
）

古
郷
（
菌
・
麗
袴
さ
荻
）

志
賀
浦
（
立
群
・
硬
函
・
棉
衣
・
干
恥
・
伽
）

真
野
浦
（
来
遊
）

比
良
山
風
屑
衣
・
初
冬
・
液
）

比
良
山
（
若
菜
・
残
雪

高
島
や
勝
野
原
（
萩
）

為
家

Ⅳ
首

都
（
立
券
・
桜
・
葵
・
月
）
、
故
郷
（
町
）

来
し
方
（
帰
雁
・
千
鳥
）

偶
れ
来
し
方
（
更
衣
）

氷
室
山
（
氷
室
）

不
破
関
路
（
関
）

筑
摩
江
（
芭
甜
）

鏡
山
（
立
春
）

瀬
田
川
（
河
）
、
宇
治
川
（
網
代
）

近
江
海
（
河
）

湊
い
る
鳴
の
浮
き
巣
（
水
卿
）

逸
坂
（
駒
迎
）

志
賀
田
（
苗
代
）

真
野
入
江
（
薄
）

阿
仏
尼



を
ち

⑦
露
し
ぐ
れ
ま
た
降
り
す
て
て
き
ざ
波
や
志
賀
の
都
に
秋
も
い
ぬ
め
り

［
九
月
尽
］

霞
陽
ｉ
…

③
秋
の
き
て
ほ
こ
ろ
び
に
け
り
藤
袴
古
里
人
の
形
見
と
や
み
ん
［
騰
袴
］

⑨
古
里
は
い
く
秋
か
け
て
荒
れ
に
け
ん
垣
ほ
の
荻
に
風
を
残
し
て
［
荻
］

ま
ず
①
②
「
浦
よ
り
遠
」
と
い
う
表
現
は
「
入
り
江
に
な
っ
て
い
る
所

⑥
た
ち
か
へ
り
人
こ
そ
と
は
ね
古
里
の
志
賀
の
都
に
秋
は
き
に
け
り

［
立
秋
］

⑤
袖
ふ
れ
し
昔
を
い
か
に
し
の
ぶ
ら
ん
志
賀
の
都
に
残
る
橘
［
臓
橘
］

④
跡
も
な
く
志
賀
の
都
は
ふ
り
に
し
を
そ
れ
か
と
咲
け
る
杜
若
か
な

〔
杜
若
〕

③
舌
里
の
志
賀
の
都
の
つ
ぼ
蕊
摘
む
や
昔
の
形
見
な
る
ら
ん

②
霞
か
と
浦
よ
り
遮
に
見
え
つ
る
や
こ
ち
吹
く
風
の
誘
ふ
春
雨

①
さ
ざ
波
や
浦
よ
り
遠
の
朝
鯉
た
え
だ
え
見
ゆ
る
春
の
曙

を
ち

■
も
Ｄ
Ｆ
〆
ら

仙
為
家
の
場
合

あ
と

か
た
み

－１．
ふ

れ

阿
仏
尼
の
和
歌
は
、
旅
人
意
識
で
詠
ま
れ
て
い
る
和
歌
が
多
い
。

あ
づ
１

①
東
に
も
花
の
所
は
か
は
ら
ね
ぱ
た
だ
こ
の
程
ぞ
都
忘
る
る
［
桜
〕

②
つ
く
づ
く
と
我
が
旅
衣
春
雨
に
涙
を
か
け
て
ほ
さ
ぬ
袖
か
な
霧
雨
〕

③
し
ば
し
と
て
た
ち
は
な
れ
て
も
春
駒
の
手
馴
れ
し
人
を
い
か
に
こ
ふ

Ｉ
ら
ん
［
春
駒
］

立
つ
。
ま
た
、
俊
成
や
為
家
の
和
歌
で
は
、
日
吉
社
が
あ
る
琵
琶
湖
西
岸

か
ら
南
岸
に
か
け
て
の
表
現
が
多
い
の
に
対
し
て
、
阿
仏
尼
は
二
首
し
か

な
い
が
、
「
都
」
を
想
定
し
て
詠
ん
だ
和
歌
が
多
い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。

で
は
具
体
的
に
和
歌
を
見
て
い
く
。

戸
ご
●
て

よ
り
も
遠
く
に
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
が
、
①
「
春
の
曙
」
が
見
え
た
り
、

②
東
風
に
よ
り
雨
雲
が
や
っ
て
来
る
様
子
が
遠
く
に
見
え
た
り
す
る
と
あ

る
の
で
、
い
ず
れ
も
琵
琶
湖
西
岸
か
ら
東
側
を
望
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。
し
た
が
っ
て
こ
れ
ら
の
和
歌
は
、
日
吉
社
の
あ
る
坂
本
、
あ
る
い
は

大
比
叡
の
山
か
ら
湖
よ
り
遠
く
東
側
を
眺
め
た
風
景
を
詠
ん
で
い
る
。

次
の
③
～
⑨
「
古
里
」
「
志
賀
の
都
」
は
、
い
ず
れ
も
天
智
天
皇
の
大
津

宮
（
近
江
京
）
の
跡
地
の
こ
と
で
あ
り
、
為
家
は
同
じ
場
所
を
何
度
も
詠

ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
堀
河
題
の
四
季
部
に
お
い
て
繰
り
返

し
同
じ
場
所
を
詠
む
と
い
う
こ
と
は
、
当
地
の
四
季
の
風
景
を
描
き
た
か

っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
言
い
換
え
れ
ば
、
日
吉
社
か
ら
の
ぞ
む
四

季
の
変
化
を
、
こ
の
堀
河
題
の
四
季
部
で
再
現
し
た
か
っ
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

［
職
］

［
群
雨
］

［
型
］

②
阿
仏
尼
の
場
合

2９



⑯
な
く
な
く
も
年
々
慣
れ
ぬ
き
り
ぎ
り
す
旅
寝
寂
し
き
草
の
枕
に
［
虫
］

⑮
い
く
た
び
か
都
の
月
を
う
っ
す
ら
ん
関
の
こ
な
た
の
秋
の
涙
に
［
月
］

と
し
ど
し

⑭
い
ま
さ
ら
に
た
ち
か
へ
る
べ
き
く
ま
ぞ
な
き
世
を
秋
霧
と
身
は
う
か

れ
て
も
［
霧
］

⑬
東
路
の
浦
風
な
び
く
尾
花
に
も
真
野
の
入
江
の
面
影
ぞ
た
つ
［
薄
］

⑪
と
も
し
す
る
夏
の
は
山
の
鹿
な
ら
で
し
か
待
つ
こ
と
は
た
れ
も
お
と

ら
じ

［
照
射
］

Ｉ
麗
織

か
げ

⑫
見
し
人
の
形
見
の
水
と
な
り
に
け
り
影
も
と
ま
ら
ぬ
宿
の
泉
は
［
泉
］

あ
づ
ま
ぢ

⑩
い
と
ど
猫
ね
や
な
き
そ
へ
ん
郭
公
涙
ふ
り
に
し
昔
か
た
ら
ば
［
郭
公
］

③
日
に
そ
へ
て
慣
れ
こ
し
方
の
移
り
香
の
薄
く
隔
つ
る
夏
衣
か
な

［
更
衣
〕

‐
Ｉ
帝
Ｉ

⑨
都
出
で
て
久
し
く
な
り
ぬ
今
年
だ
に
神
の
御
阿
礼
に
あ
ふ
ひ
知
ら
せ

よ

〔
葵
］

⑦
惜
し
む
ぞ
よ
東
の
方
に
来
て
も
又
今
年
三
年
の
春
の
別
れ
を

〔
三
月
尽
］

⑤
悪
れ
め
や
志
賀
田
の
面
の
畦
伝
ひ
苗
代
水
を
こ
え
し
ゆ
き
き
も

［
苗
代
］

陽
Ｉ
～
！
‐

⑥
尋
ね
ば
や
坐
臼
の
宿
に
た
ち
か
へ
り
わ
が
見
し
ま
ま
の
春
の
藤
波
［
藤
］

あ
づ
皇
か
た
‐
‐
‐
‐
比
と
‐
世
‐
‐
‐
‐
‐
１
１
１
１

④
こ
し
方
に
雲
居
雁
の
帰
る
さ
を
猶
よ
そ
に
見
て
春
や
暮
れ
な
ん［

帰
雁
］

お
も
あ
ぜ
づ
た

く
も
ゐ
の
か
り

3０

ふ
る
ｇ
と

あ
づ
裳
尊

⑰
古
郷
に
あ
と
や
見
ゆ
ら
ん
東
路
の
雪
に
つ
け
て
も
通
ふ
心
は
［
雪
］

…
価
Ｉ
‐
ｌかた

⑬
諸
共
に
旅
の
空
な
る
友
千
鳥
こ
し
方
思
ふ
れ
を
ゃ
な
く
ら
ん
［
干
鯛
］

ｊ
，
～
１
く
ｆ
７
ｊ
１
Ｉ
ｆ
ｆ
ｊ
ｊ
１
Ｉ

⑲
わ
が
袖
や
身
を
う
ぢ
川
と
な
り
ぬ
ら
ん
ひ
を
の
ょ
る
ょ
る
波
は
さ
は

ぎ
て

［
網
代
］

⑳
お
し
め
ど
も
と
ま
ら
ず
馨
れ
て
行
く
年
の
や
よ
い
か
な
れ
ば
・
身
に
っ

も
る
ら
ん
［
歳
雛
〕

と
あ
る
よ
う
に
、
実
際
の
鎌
倉
滞
在
中
の
自
身
を
想
定
し
て
百
首
を
詠
ん

で
い
る
た
め
、
自
ず
と
日
吉
社
（
近
江
図
）
方
面
や
都
を
恩
蕪
す
る
和
歌

が
多
く
な
る
。

春
部
①
桜
に
よ
っ
て
一
時
だ
け
で
も
「
都
忘
る
る
」
こ
と
が
で
き
た
と

す
る
が
、
そ
れ
は
普
段
か
ら
望
郷
の
念
を
抱
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
も

あ
り
、
ま
た
④
「
雲
居
雁
」
が
帰
っ
て
行
く
様
子
を
「
よ
そ
に
見
て
」
自

分
に
は
叶
わ
な
い
こ
と
だ
と
嘆
い
た
り
、
⑤
鎌
倉
下
向
の
旅
路
に
お
い
て

実
際
に
見
た
「
志
賀
田
」
の
様
子
を
思
い
出
し
た
り
、
⑦
鎌
倉
滞
在
の
三

年
目
の
春
が
過
ぎ
て
い
く
時
の
経
過
に
苛
立
ち
を
覚
え
た
り
し
て
い
る
。

夏
部
③
⑨
で
は
都
か
ら
離
れ
て
長
い
と
き
が
過
ぎ
た
こ
と
か
ら
、
い
つ
に

な
っ
た
ら
帰
京
で
き
る
の
か
と
神
に
願
っ
た
り
、
⑫
奇
は
亡
き
夫
為
家
の

こ
と
を
思
い
出
し
た
り
し
て
い
る
。
ま
た
秋
部
⑮
「
関
の
こ
な
た
」
（
鎌

倉
）
で
あ
る
自
分
と
遠
く
隔
た
る
都
へ
の
思
い
か
ら
月
を
見
て
涙
す
る
様

子
や
、
冬
部
⑲
⑳
で
は
無
駄
に
時
間
が
過
ぎ
て
い
く
こ
と
へ
の
嘆
き
が
詠



そ
れ
で
は
、
俊
成
・
為
家
・
阿
仏
尼
の
各
百
首
の
「
立
春
」
の
歌
、
つ

③
和
歌
表
現
の
比
較

ま
り
堀
河
題
冒
頭
の
和
歌
を
挙
げ
る
。

に
は

〔
俊
］
春
は
ま
づ
鳩
の
海
を
や
渡
る
ら
ん
霞
を
よ
す
る
志
賀
の
浦
波

［
為
］
た
ち
か
は
る
春
の
初
め
の
朝
氷
い
つ
し
か
と
く
る
志
賀
の
浦
波

［
図
い
づ
る
日
の
か
げ
や
ま
す
み
の
鏡
山
都
に
向
か
ふ
春
の
光
に

と
あ
り
、
俊
成
や
為
家
の
和
歌
で
は
「
志
賀
の
浦
波
」
と
あ
る
よ
う
に
日

吉
社
か
ら
眺
め
ら
れ
る
場
所
の
春
の
情
景
が
選
ば
れ
て
お
り
、
阿
仏
尼
は

「
鏡
山
」
を
詠
ん
で
い
る
。
鏡
山
は
日
吉
社
か
ら
琵
琶
湖
を
挟
ん
で
東
の
対

岸
に
あ
る
山
で
あ
り
、
確
か
に
日
吉
社
関
係
の
和
歌
に
鏡
山
が
詠
み
入
れ

ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
俊
成
や
為
家
の
百
首
の
中
で
は
一
度
も
詠
ま
れ

な
か
っ
た
歌
枕
で
あ
る
。
こ
の
「
鏡
山
」
を
詠
み
込
ん
だ
こ
と
に
、
彼
女

の
思
い
が
託
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
下
の
句
「
都
に
向
か

ふ
春
の
光
に
」
と
あ
り
、
鏡
に
反
射
さ
れ
た
光
の
よ
う
に
、
東
か
ら
出
る

朝
日
が
比
叡
の
山
を
越
え
て
都
に
向
か
う
と
い
う
情
景
、
そ
の
よ
う
に
自

分
自
身
も
都
に
向
か
い
た
い
の
だ
と
い
う
帰
京
の
思
い
を
、
そ
こ
に
見
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
三
者
が
共
通
し
て
詠
ん
だ
地
名
の
一
つ
に
「
真
野
」
が
あ
る
。

〔
俊
・
千
鳥
］
こ
と
わ
り
や
真
野
の
入
江
に
な
く
千
鳥
浦
風
寒
き
有
明
の

元
エ

ｆ
鰻
ｌ

［
葛
・
寒
蔵
］
冬
き
て
は
尾
花
に
続
く
蔵
の
穂
の
一
つ
に
枯
る
る
真
野
の

浦
風

3１

ま
れ
て
い
る
。

阿
仏
尼
が
鎌
倉
下
向
時
に
近
江
国
を
通
過
し
た
の
は
、
「
十
六
夜
日
記
」

に
よ
れ
ば
弘
安
二
年
（
一
二
七
九
）
十
月
十
六
～
十
八
日
の
間
で
、
初
冬

で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
実
際
に
阿
仏
尼
が
見
た
の
は
初
冬
の
風
景
で
あ
り
、

百
首
詠
は
春
で
あ
っ
た
た
め
、
堀
河
題
の
四
季
部
を
詠
む
と
い
う
設
定
上
、

そ
こ
に
は
虚
構
性
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
阿
仏
尼
の
詠
歌
時
に
抱
え

持
つ
望
郷
、
懐
旧
の
念
や
帰
京
へ
の
思
い
、
時
間
経
過
へ
の
焦
燥
感
な
ど

自
分
自
身
の
心
境
を
、
堀
河
題
の
四
季
の
変
化
に
託
し
て
詠
ん
で
い
る
の

で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
阿
仏
尼
の
百
首
の
特
徴
は
、
自
身
の
心
情
を
述
べ
る
こ
と

に
主
眼
が
置
か
れ
て
お
り
、
述
懐
的
な
要
素
が
強
い
と
い
う
点
に
あ
る
。

堀
河
題
の
四
季
部
に
お
い
て
俊
成
や
為
家
の
場
合
は
神
社
に
ゆ
か
り
の
あ

る
地
名
を
選
ん
で
、
そ
の
風
景
を
描
く
こ
と
で
神
の
威
徳
を
褒
め
称
え
る

と
い
う
こ
と
に
主
眼
を
置
い
て
い
た
が
、
そ
れ
に
対
し
て
、
阿
仏
尼
は
四

季
の
景
物
に
合
わ
せ
て
孤
独
感
や
悲
嘆
、
焦
燥
感
な
ど
様
々
な
自
身
の
心

情
を
吐
露
す
る
こ
と
に
主
眼
を
置
い
て
い
る
の
で
あ
る
。



以
上
の
比
較
か
ら
見
え
て
き
た
よ
う
に
、
ま
ず
、
日
吉
に
対
す
る
信
仰

の
共
通
認
識
と
し
て
は
、
本
地
垂
迩
の
神
と
し
て
威
徳
を
称
え
た
り
、
国

お
わ
り
に

家
鎮
護
の
神
と
し
て
君
が
代
の
安
寧
を
願
っ
た
り
、
中
世
思
想
が
反
映
さ

れ
て
い
た
。
一
方
、
信
仰
に
お
け
る
相
違
点
と
し
て
は
、
俊
成
は
春
日
神

へ
の
配
慮
と
し
て
日
吉
の
神
を
称
え
る
よ
う
な
表
現
を
あ
え
て
少
な
く
し
、

反
対
に
為
家
は
氏
神
と
し
て
深
い
信
仰
心
を
持
っ
て
社
や
そ
の
周
辺
の
具

体
的
描
写
を
多
く
し
、
阿
仏
尼
は
御
子
左
家
代
々
の
信
仰
の
対
象
と
い
う

神
と
意
識
し
て
息
子
と
と
も
に
祈
願
す
る
姿
を
描
い
て
い
た
。

堀
河
題
四
季
部
を
使
用
し
て
描
こ
う
と
し
た
表
現
世
界
に
つ
い
て
は
、

俊
成
の
百
首
で
は
、
神
意
に
配
慮
し
つ
つ
、
日
吉
周
辺
や
無
関
係
な
地
名

を
詠
ん
だ
「
普
遍
的
情
景
描
写
型
」
、
つ
ま
り
当
た
り
障
り
が
な
い
詠
み
方

に
な
っ
て
い
た
。
為
家
の
百
首
で
は
、
神
社
の
様
子
や
そ
の
周
辺
地
域
の

情
景
を
詠
む
と
い
う
「
神
祇
的
情
景
描
写
型
」
で
あ
り
、
神
社
や
亜
女
な

ど
の
様
子
を
具
体
的
に
描
く
こ
と
、
い
わ
ゆ
る
社
頭
の
年
中
行
事
の
よ
う

に
詠
む
こ
と
を
主
眼
と
し
て
い
た
。
阿
仏
尼
の
百
首
で
は
、
強
い
旅
人
意

識
か
ら
、
四
季
の
移
り
変
わ
り
に
託
し
て
自
分
自
身
の
心
情
を
詠
み
入
れ

る
と
い
う
「
述
懐
重
視
型
」
と
言
え
る
。
鎌
倉
に
い
る
阿
仏
尼
に
と
っ
て

日
吉
社
は
都
に
近
い
と
い
う
こ
と
で
、
い
っ
そ
う
望
郷
の
念
を
掻
き
立
て

ら
れ
る
様
子
が
窺
え
る
。

こ
の
よ
う
に
、
俊
成
・
為
家
・
阿
仏
尼
の
三
者
の
百
首
は
同
じ
堀
河
題

で
同
じ
神
へ
の
奉
納
和
歌
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
詠
み
方
は
個

人
の
立
場
・
信
仰
心
が
反
映
さ
れ
、
ま
た
奉
納
和
歌
と
し
て
堀
河
題
を
詠

3２

あ
づ
ま
ぢ

［
阿
・
薄
］
東
路
の
浦
風
な
び
ノ
、
尾
花
に
も
真
野
の
入
江
の
面
影
ぞ
た

つ

と
あ
り
、
俊
成
や
為
家
は
う
ら
寂
し
い
真
野
の
風
景
を
詠
ん
で
い
る
の
に

対
し
、
阿
仏
尼
は
尾
花
を
前
に
し
て
以
前
見
た
真
野
の
風
景
を
思
い
出
す

と
詠
み
、
旅
人
の
意
識
と
し
て
望
郷
の
思
い
を
込
め
て
い
る
。

次
に
「
藤
」
の
題
に
つ
い
て
は
、
よ
く
藤
原
氏
の
意
味
も
響
か
せ
た
詠

み
方
を
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
が
、

［
俊
］
志
賀
の
山
松
に
か
か
れ
る
藤
の
花
浦
の
さ
ざ
波
こ
す
か
と
ぞ
見
る

［
為
〕
頼
む
か
な
児
屋
根
の
藤
の
一
つ
な
る
も
と
の
誓
ひ
を
か
け
て
ま
つ

と
て

た
づ

［
阿
］
尋
ね
ば
や
昔
の
宿
に
た
ち
か
へ
伽
ソ
わ
が
見
し
ま
ま
の
春
の
藤
波

と
あ
る
よ
う
に
、
俊
成
の
場
合
は
志
賀
山
の
松
に
か
か
る
藤
と
い
う
景
物

を
詠
ん
で
お
り
、
こ
れ
も
春
日
神
へ
の
配
慮
か
も
知
れ
な
い
。
為
家
の
場

合
は
氏
神
の
天
児
屋
根
命
を
詠
ん
で
い
る
。
阿
仏
尼
は
藤
原
氏
の
意
味
も

響
か
せ
、
そ
の
息
子
た
ち
が
い
る
場
所
へ
の
帰
京
の
思
い
を
託
し
て
い
る
。



○
三
年
）
所
収
「
阿
仏
五
百
首
和
歌
」
。

（
３
）
軍
記
物
語
や
説
話
集
な
ど
に
も
本
地
仏
に
触
れ
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、
例
え
ば
「
源
平
盛
衰
記
」
巻
四
に
は
「
大
宮
権
現
は
は
や
釈
尊
の

示
現
な
り
」
、
「
沙
石
集
」
巻
一
「
和
光
の
利
益
甚
深
の
事
」
に
は
「
日

吉
の
大
宮
の
後
に
も
、
山
僧
多
く
天
狗
と
な
り
と
、
和
光
の
方
便
に
よ

り
て
出
離
す
と
こ
そ
申
し
伝
へ
た
れ
。
そ
れ
も
諸
社
の
中
に
、
十
禅
師
、

霊
験
あ
ら
た
に
御
座
す
。
こ
れ
も
本
地
は
地
蔵
薩
唾
な
り
」
と
あ
る
。

（
４
）
源
平
の
争
乱
期
（
一
一
八
○
年
代
）
以
降
に
お
け
る
法
皇
の
参
詣

・
参
龍
に
つ
い
て
は
、
状
勢
や
費
用
の
関
係
で
熊
野
詣
は
自
粛
さ
れ
、
代

わ
り
に
日
吉
社
・
石
清
水
八
幡
宮
・
四
天
王
寺
な
ど
が
増
え
て
い
る
。

中
で
も
、
移
動
距
離
の
関
係
も
あ
る
の
か
、
日
吉
社
参
龍
は
頻
度
が
高

い
。
（
参
考
芸
後
白
河
法
皇
日
録
」
小
松
茂
美
編
・
学
蕊
書
院
・
二
○

（
２
）
「
歌
論
歌
学
集
成
第
四
巻
」
（
川
村
晃
生
校
注
・
三
弥
井
書
店
・
二

〔
注
〕

（
１
）
「
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
中
世
私
家
集
七
」
（
朝
日
新
聞
社
・
二
○

○
○
○
年
）
に
よ
る
。

む
時
の
意
識
の
違
い
が
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。

一い

二ｏ

を曇

〔
追
記
〕

な
お
、
本
稿
は
和
歌
文
学
会
第
一
○
六
回
関
西
例
会
（
二
○
一
一
年

七
月
九
日
、
於
神
戸
女
子
大
学
三
宮
キ
ャ
ン
パ
ス
）
で
の
口
頭
発
表

を
基
に
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
ふ
く
ど
め
た
ま
み
／
本
学
非
常
勤
講
師
）

3３


